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　非文字資料研究センターは、神奈川大学 21世紀 COEプログラム「人類文化研究のための非文字資

料の体系化」（2003 ‐ 2007 年度）の成果を継承、発展させることを目的に 2008 年 4月に日本常民

文化研究所付置として創設されました。

　21世紀 COEプログラムは、文字に表されない人間の諸活動を資料化、体系化することにより、人

類文化研究のための新地平の開拓を目指したものでしたが、その 5年間の活動を通じて、従来の研究

では必ずしも有効と認識されていなかった「非文字」という用語が、世界的にも“HIMOJI”として認

知されうるほどの成果をあげることができました。本センターは、21世紀 COEプログラムの目的を

さらに進展させるために、学内外の研究者を研究員として組織し、同プログラムの研究事業の柱であっ

た図像、身体技法、環境・景観という三つの課題を中心に共同研究を推進することになります。

　すでに、3年間（2008 ‐ 2010 年度）にわたる第 1期の研究事業を成し遂げ、2011 年度より新た

な第 2期の研究事業に取り組むことになりました。第 2期研究事業では、非文字資料研究を一層深化

させるために、ヨーロッパ生活絵引編纂や、研究成果の発信に関する情報工学的研究など、5課題 7

プロジェクトを組織し、新たな共同研究を推進することになります。

　また、非文字資料研究センターは、世界各国の非文字資料関連の研究機関や研究者との交流を一段

と深め、世界的なネットワークを形成して、非文字資料研究の世界的拠点となることを目指しており

ます。現在、海外の 8つの大学・研究機関と提携関係を結び、研究交流を積極的に進めるとともに、

海外提携機関とは若手研究者の短期派遣、訪問研究員の受け入れの事業も展開し、世界的に活躍する

若手研究者の育成に力を注いでおります。第 2期では、これまでのような若手研究者への研究支援に

加え、提携機関相互の研究者同士による学術交流を実現化していくことが重要な課題となります。

　これら第 2期の研究事業が成果をあげ、非文字資料研究がさらに世界的にも飛躍できますように、

今後とも非文字資料研究センターへのご支援をお願いいたします。

ごあいさつ

田上　繁（非文字資料研究センター　センター長）
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生活絵引編纂共同研究の下に、①『マルチ言語版絵巻

物による日本常民生活絵引』編纂共同研究を進め、21

世紀 COE プログラムと本センター第 1 期研究事業をと

おして編纂、刊行した 1 巻〜 3 巻に続き、残りの 4 巻・

5 巻を完成させる。②日本近世・近代生活絵引編纂共同

研究を推進し、第一期で対象とした北海道、北陸、東海

道などの東日本の生活絵引の公刊をうけて、第 2 期で

は西日本の沖縄を中心とした『南島編』の編纂共同研究

に着手する。③ヨーロッパ生活絵引編纂共同研究に新た

に取り組み、絵引編纂という手法が東アジアのみならず、

ヨーロッパにおいても有効であるか試作本を編纂して検

証する。これら三つの共同研究を組織し、「絵引」とい

う世界的に類例のない図像資料の情報化方式を推進し、

絵引の編纂をとおして非文字資料研究センターが世界的

な研究拠点となることを目指す。

A『マルチ言語版絵巻物による日本常
民生活絵引』編纂共同研究

過去に描かれた図像から情報を引き出し、「発信する

絵引」ともいうべき方式を考案した『絵巻物による日本

常民生活絵引』全 5 巻は、刊行されて半世紀余が経過

した現在もなお、日本史研究上の必須の工具書として活

用されている。

私どもは、神奈川大学 21 世紀 COE プログラム「人

類文化研究のための非文字資料の体系化」（2003〜

2007 年度）において、同書に描かれた事物の名称（キ

ャプション）を英語・中国語・韓国語に訳するとともに、

絵引に付された解説文を英語訳し、『マルチ言語版絵引』

Multilingual Version of Pictopedia として編集・刊

行する事業に取り組んできた。このプロジェクトをとお

して、日本以外にはあまり知られてこなかった「絵引」を、

世界的に利用可能な図像資料にするとともに、世界に類

のない「絵引」という図像の編纂・活用方式を世界に提

示し、世界的な共通方式にすることを目指したのである。

『マルチ言語版絵引』〈本文編〉は、『絵巻物による日本

常民生活絵引』英文版としての性格を、また〈語彙編〉は、

英語・日本語・中国語・韓国語の各言語から同書を読み、

かつ比較対照的に利用できる資料集の役割を有する。

2008 年度に発足した非文字資料研究センターの共同

研究は、『マルチ言語版絵引』全 5 巻のうち Vol.1/ 

Vol.2 を世に問うた 21 世紀 COE の事業を継承するも

のであり、その第一期共同研究の成果として、2011 年

3 月に Vol.3 を刊行した。2011 年度から開始する第二

期共同研究の目的は、上記 3 巻の編集実績を前提として、

これまでと同じく若手研究者を起用し、次世代の育成を

視野に入れながら、完訳版全 5 巻を刊行することである。

私どもは、海外の歴史学・民俗学・人類学・文学など

様々な分野の研究者にとって、『マルチ言語版絵引』が

日本の生活文化研究の有力な参考資料となることを期待

している。同時に、本書に対する第三者の評価、全 5

巻の翻訳語彙の再精査と累積編集、「絵引」英語訳の電

子出版など『マルチ言語版絵引』固有の課題とともに、

2011 年度から開始する新たな「生活絵引」編纂グルー

プとの共同研究の推進という課題もあり、これらの研究

課題への取り組みによって、生活絵引研究の新たな局面

を切り開きたい。

B『日本近世生活絵引』南島編編纂 
共同研究

本研究班は、近世琉球地域における風俗絵図を対象と

して生活絵引を合同で研究し、その編纂を進める。研究

対象は、琉球列島の北部、首里・那覇、南部の 3 地域

とし、それに対応させて「琉球嶌真景」、「琉球進貢船図

屏風」と「近世琉球風俗絵図」、「八重山蔵元絵師画稿集」

研研 究究 班班 紹紹 介介

第 1班
生活絵引編纂共同研究
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